
カナダ森林火災で底固く推移
NY原油先物相場は、1バレル=60ドル中盤まで上昇する展開になった。石油輸出国機構（OPEC）プラ

ス8ヵ国は5月30日の会合で、7月も日量41万1,000バレルの減産縮小を行うと合意した。しかし、事前

に想定されていた数値を上回る対応がみられなかったことで、改めて原油相場を下押しする動きは見送

られた。逆に、カナダの森林火災による供給障害、米中首脳の電話会談による通商リスク軽減期待、5

月米雇用統計が株高を促したことなどを手掛かりに、4月23日以来の高値を更新した。

カナダでは広範囲にわたって森林火災が発生し、アルバータ州などでは原油生産施設から従業員の避難

が行われている。また火災による停電の影響もあり、原油に限らず天然ガス、銅、金など広範囲にわた

る鉱物資源の生産活動に影響が生じている。Reutersは6月3日付で日量46万2,000バレル、同国生産量

の7%が喪失されたと報じているが、その後も被害は拡大を続けているとみられる。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月30日時点）は、原油が前週比430万バレル減、ガ

ソリンが522万バレル増、石油精製品が423万バレル増となった。
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【現状確認】
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カナダ森林火災の影響で下げ渋る、先安感は維持されるも
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【展望】

60ドル台前半から中盤での取引になりやすい。石油輸出国機

構（OPEC）プラス8ヵ国が5月と6月に続いて7月も日量41万

1,000バレルの減産縮小を進めることを合意したことを受け

て、需給緩和見通しは強化される。サウジアラビアは8月と9

月も同規模の減産縮小を支持するとの報道もあり、時間の経

過とともに需給緩和圧力が強まりやすい環境に変化は見られ

ない。このため、価格の基調は引き続き下向きであり、60ド

ル台前半から中盤は売り対応が基本になる。

ただし、足元ではカナダの森林火災が大きな不確実性をもた

らしており、このまま大規模な生産障害が発生した状態が続

くのであれば、現行価格水準で揉み合う展開になろう。森林

火災の影響は先読みが難しいだけに、原油相場にも大きな不

確実性をもたらす。過去のパターンからは、カナダからの供

給不安で原油相場が急伸するリスクは限定されるが、4月23

日高値64.87ドルを上抜くと、チャート主導の買い圧力も強

まりやすくなることに注意が求められる。

一方、通商環境のリスク評価は揺れ動く見通し。6月5日に米

中首脳の電話会談が行われ、通商協議を進める基本方針が確

認されたことはポジティブ。実際に米中通商協議で進展が報

告されると、リスクオン環境から原油相場も強含む可能性が

ある。一方で、トランプ大統領は各国との通商協議に大きな

進展が見られないことに不満を表明しており、新たな関税策

の発表などが行われると、60ドル水準まで下押しされるリス

クを抱えている。

イラン核協議にも注意が必要だが、6月入りしてからは特に

目立った報告は行われていない。ウラン濃縮を巡る米国とイ

ランとの意見対立は解消される目途が立っていない。
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